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故
、
其
の
少
名
毘
古
那
神
を

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
し
し
所
謂

い
は
ゆ

る
久く

延え

毘び

古こ

は
、
〔95

・

12

〕 

③
上
・
忍
穂
耳
命
と
邇
々
芸
命
・
天
若
日
子
の
派
遣 

思
レ

顕
二

其
御
名
一

。
〔106

・1

〕 

其
の
御
名

み
な

を
顕あ

ら
は
さ
む
と
思
ひ
き
。
〔106

・18

〕 

④
上
・
忍
穂
耳
命
と
邇
々
芸
命
・
猿
女
の
君 

専
所
二

顕
申
一

之
汝
、
送
奉
。
〔118

・6

〕 

専も
は

ら

顕
あ
ら
は

し
申ま

を
せ
る

汝
な
む
ち

、
送
り
奉ま

つ
れ
。
〔119

・4

〕 

⑤
中
・
神
武
天
皇
・
兄
宇
迦
斯
と
弟
宇
迦
斯 

故
、
参
向
顕
白
。
〔150

・9

〕 

故
、
参ま

ゐ
向む

か
へ
て

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
し
つ
」
と
ま
を
し
き
。
〔151

・10

〕 

⑥
中
・
崇
神
天
皇
・
神
々
の
祭
祀 

大
物
主
大
神
、
顕
二

於
御
夢
一

曰
、
〔182

・9

〕 

大お
ほ

物も
の

主
ぬ
し
の

大お
ほ

神か
み

、
御み

夢い
め

に

顕
あ
ら
は

れ
て
曰い

ひ
し
く
、
〔183

・9

〕 

⑦
中
・
仲
哀
天
皇
・
仲
哀
天
皇
の
崩
御
と
神
託 

此
時
、
其
三
柱
大
神
之
御
名
者
、
顕
也
。
〔244

・12

〕 

此
の
時
に
、
其
の
三
柱
の
大
神
の
御
名
は
、

顕
あ
ら
は

れ
き
。
〔245

・1

〕 

⑧
下
・
雄
略
天
皇
・
引
田
部
赤
猪
子 

非
レ

顕
二

待
情
一

、
不
レ

忍
二

於
悒
一

而
、
〔340

・13

〕 

待
ち
つ
る

情
こ
こ
ろ

を

顕
あ
ら
は

す
に
非あ

ら
ず
は
、

悒
い
ふ
せ

き
に
忍た

へ
じ
」
と
お
も
ひ
て
、

〔341

・14

〕 

⑨
下
・
雄
略
天
皇
・
引
田
部
赤
猪
子 

顕
二

白
己
志
一

以
参
出
耳
。
〔342

・3

〕 

己お
の

が

志
こ
こ
ろ
ざ
し

を

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
さ
む
と
し
て
参ま

ゐ
出い

で
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。

〔343

・1

〕 

⑩
下
・
雄
略
天
皇
・
葛
城
の
一
言
主
大
神 

是
一
言
主
之
大
神
者
、
彼
時
所
レ

顕
也
。
〔348

・8

〕 

是こ

の
一ひ

と
言こ

と
主ぬ

し
之の

大お
ほ

神か
み

は
、
彼そ

の
時
に

顕
あ
ら
は

れ
た
る
ぞ
。
〔349
・8
〕 

⑪
下
・
清
寧
天
皇
・
二
王
子
の
互
譲 

汝
命
不
レ

顕
レ

名
者
、
〔360

・13

〕 

汝な
が

命
み
こ
と

名
を

顕
あ
ら
は

さ
ず
は
、
〔361

・13

〕 
 

「
顕
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
資
料
ご
と
の
傾
向
、
引
い
て
は
上
代
に
お
け
る
傾

向
を
概
観
す
る
べ
く
、
便
宜
的
に
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
に
お
け
る

語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
た
。
動
詞
や
名
詞
な
ど
の
別
は
訓
読
の
仕
方
に
よ
っ
て

も
異
な
る
た
め
、
厳
密
な
分
類
は
困
難
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
テ
ク
ス
ト
の

訓
読
を
参
考
に
し
た
。
す
る
と
、
一
一
例
中
②
③
④
⑤
⑧
⑨
⑪
の
七
例
は
「
あ
ら

は
す
。
明
か
に
す
る
。
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
⑥
⑦
⑩
の
三
例
は
「
あ

ら
は
れ
る
。
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
残
る
①
は
、
「
黄
泉
国
」
と
「
葦

原
中
国
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
幽
」
「
顕
」
と
表
現
し
た
例
で
あ
る
た
め
、
名
詞
と

し
て
扱
う
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
適
当
な
語
義
を
見
出
し
が
た
い
が
、
「
幽
」

と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
「
そ
と
。
お
も
て
。
」
が
近
い
で

あ
ろ
う
か
。
「
現
実
に
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
表
の
世
界
」
の
よ
う
な
意
味
合
い

と
考
え
ら
れ
る
。 

「
顕
」
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
に
着
目
す
る
と
、
②
③
④
⑥
⑦
⑩
⑪
は
、
い
ず
れ

も
名
や
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
場
面
に
あ
り
、
祭
祀
や
託
宣
に
お
い
て
神
や
神
意

が
明
ら
か
に
な
る
用
例
と
の
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
。
⑧
⑨
は
自
身
の
心
を
表
明
す

る
文
脈
で
使
用
さ
れ
、
⑤
は
陰
謀
を
密
告
す
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

序
文
に
お
け
る
唯
一
の
例
①
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
お
き
た
い
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
、
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
譚
を
踏
ま
え
、
「
幽
」

 
 

上上
代代
文文
献献
資資
料料
にに
おお
けけ
るる
漢漢
字字
「「
顕顕
」」
のの
分分
布布
とと
考考
察察 

  

藤 

崎 

祐 

二 
 

 

  
 
 
 

 

一一  

はは
じじ
めめ
にに 

  

上
代
の
文
献
資
料
に
お
い
て
は
、
憑
依
に
関
連
す
る
表
現
が
現
代
よ
り
も
多
様

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
筆
者
は
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る

べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
憑
依
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
漢
字

「
託
」
「
著
（
着
）
」
「
認
」
「
憑
」
「
帰
」
な
ど
を
俎
上
に
の
ぼ
し
て
考
察
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
憑
依
に
関
連
す
る
文
脈
に
頻
出
す
る
漢
字
と
し
て
、

「
顕
」
の
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
十
分
に
考
察
す
る
機
会
を
得
な
い
ま
ま

で
あ
っ
た
。
上
代
の
文
献
資
料
で
は
、
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
る
場
面
や
憑
依
現
象

を
伴
う
場
面
で
、
「
顕
」
が
重
要
な
意
味
を
担
う
傾
向
が
あ
り
、
分
か
り
や
す
い

例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
『
日
本
書
紀
』
は
「
顕
」
を
含
む
「
顕
神
明
之
憑
談
」
の

文
字
列
を
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
顕
」
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
る
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
上
代
を
中
心
と
し

た
文
献
資
料
の
用
例
を
掲
げ
、
概
観
で
き
る
よ
う
に
し
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ

と
と
す
る
。 

 

『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
懐
風
藻
』
『
万
葉
集
』
『
三
教
指

帰
』
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
の
七
つ
の
資
料
か
ら
用
例
を
集
め
、
『
懐
風

藻
』
と
『
三
教
指
帰
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
そ
の
他

の
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
拠
っ
た
。
ま
ず
、
各
用
例
に

番
号
を
付
し
、
適
宜
巻
数
や
テ
ク
ス
ト
内
の
見
出
し
な
ど
を
記
し
た
。
例
え
ば

「
①
上
・
序
・
古
代
の
回
想
」
と
あ
る
場
合
、
①
は
初
出
の
用
例
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
「
上
」
は
上
巻
、
「
序
」
は
序
文
、
「
古
代
の
回
想
」
は
テ
ク
ス

ト
独
自
の
見
出
し
で
あ
る
。
次
に
、
原
文
と
訓
み
下
し
文
を
並
列
し
て
掲
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
頁
数
と
行
数
は
、
〔 

〕
内
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
た
。
そ
の
際
、

複
数
冊
に
跨
る
資
料
の
場
合
は
、
頁
数
の
前
に
小
番
号
で
冊
数
を
記
し
た
。
例
え

ば
〔
①23

・12

〕
と
あ
る
場
合
は
、
「
１
冊
目
の
２
３
頁
の
１
２
行
目
」
を
意
味

す
る
。 

  
 

 
 

 

二二  

各各
資資
料料
のの
用用
例例 

 

◆
『
古
事
記
』 

①
上
・
序
・
古
代
の
回
想 

出
二

入
幽
・
顕
一

、
〔16

・4

〕 
幽

よ
も
つ
く
に

・

顕
う
つ
し
く
に

に
出い

で
入い

り
し
て
、
〔17

・6

〕 

②
上
・
大
国
主
神
・
大
国
主
神
の
国
作
り 

故
、
顕
二

白
其
少
名
毘
古
那
神
一

所
レ

謂
久
延
毘
古
者
、
〔94

・11

〕 

－46－



故
、
其
の
少
名
毘
古
那
神
を

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
し
し
所
謂

い
は
ゆ

る
久く

延え

毘び

古こ

は
、
〔95

・

12
〕 

③
上
・
忍
穂
耳
命
と
邇
々
芸
命
・
天
若
日
子
の
派
遣 

思
レ

顕
二

其
御
名
一

。
〔106

・1

〕 

其
の
御
名

み
な

を
顕あ

ら
は
さ
む
と
思
ひ
き
。
〔106

・18

〕 

④
上
・
忍
穂
耳
命
と
邇
々
芸
命
・
猿
女
の
君 

専
所
二

顕
申
一

之
汝
、
送
奉
。
〔118

・6

〕 

専も
は

ら

顕
あ
ら
は

し
申ま

を
せ
る

汝
な
む
ち

、
送
り
奉ま

つ
れ
。
〔119

・4

〕 

⑤
中
・
神
武
天
皇
・
兄
宇
迦
斯
と
弟
宇
迦
斯 

故
、
参
向
顕
白
。
〔150

・9

〕 

故
、
参ま

ゐ
向む

か
へ
て

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
し
つ
」
と
ま
を
し
き
。
〔151

・10

〕 

⑥
中
・
崇
神
天
皇
・
神
々
の
祭
祀 

大
物
主
大
神
、
顕
二

於
御
夢
一

曰
、
〔182

・9

〕 

大お
ほ

物も
の

主
ぬ
し
の

大お
ほ

神か
み

、
御み

夢い
め

に

顕
あ
ら
は

れ
て
曰い

ひ
し
く
、
〔183
・9
〕 

⑦
中
・
仲
哀
天
皇
・
仲
哀
天
皇
の
崩
御
と
神
託 

此
時
、
其
三
柱
大
神
之
御
名
者
、
顕
也
。
〔244

・12

〕 

此
の
時
に
、
其
の
三
柱
の
大
神
の
御
名
は
、

顕
あ
ら
は

れ
き
。
〔245

・1
〕 

⑧
下
・
雄
略
天
皇
・
引
田
部
赤
猪
子 

非
レ

顕
二

待
情
一

、
不
レ

忍
二

於
悒
一

而
、
〔340

・13

〕 

待
ち
つ
る

情
こ
こ
ろ

を

顕
あ
ら
は

す
に
非あ

ら
ず
は
、

悒
い
ふ
せ

き
に
忍た

へ
じ
」
と
お
も
ひ
て
、

〔341

・14

〕 

⑨
下
・
雄
略
天
皇
・
引
田
部
赤
猪
子 

顕
二

白
己
志
一

以
参
出
耳
。
〔342

・3

〕 

己お
の

が

志
こ
こ
ろ
ざ
し

を

顕
あ
ら
は

し
白ま

を
さ
む
と
し
て
参ま

ゐ
出い

で
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。

〔343

・1

〕 

⑩
下
・
雄
略
天
皇
・
葛
城
の
一
言
主
大
神 

是
一
言
主
之
大
神
者
、
彼
時
所
レ

顕
也
。
〔348

・8

〕 

是こ

の
一ひ

と
言こ

と
主ぬ

し
之の

大お
ほ

神か
み

は
、
彼そ

の
時
に

顕
あ
ら
は

れ
た
る
ぞ
。
〔349

・8

〕 

⑪
下
・
清
寧
天
皇
・
二
王
子
の
互
譲 

汝
命
不
レ

顕
レ

名
者
、
〔360

・13

〕 

汝な
が

命
み
こ
と

名
を

顕
あ
ら
は

さ
ず
は
、
〔361

・13

〕 
 

「
顕
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
資
料
ご
と
の
傾
向
、
引
い
て
は
上
代
に
お
け
る
傾

向
を
概
観
す
る
べ
く
、
便
宜
的
に
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
に
お
け
る

語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
た
。
動
詞
や
名
詞
な
ど
の
別
は
訓
読
の
仕
方
に
よ
っ
て

も
異
な
る
た
め
、
厳
密
な
分
類
は
困
難
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
テ
ク
ス
ト
の

訓
読
を
参
考
に
し
た
。
す
る
と
、
一
一
例
中
②
③
④
⑤
⑧
⑨
⑪
の
七
例
は
「
あ
ら

は
す
。
明
か
に
す
る
。
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
⑥
⑦
⑩
の
三
例
は
「
あ

ら
は
れ
る
。
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
残
る
①
は
、
「
黄
泉
国
」
と
「
葦

原
中
国
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
幽
」
「
顕
」
と
表
現
し
た
例
で
あ
る
た
め
、
名
詞
と

し
て
扱
う
。
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
適
当
な
語
義
を
見
出
し
が
た
い
が
、
「
幽
」

と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
「
そ
と
。
お
も
て
。
」
が
近
い
で

あ
ろ
う
か
。
「
現
実
に
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
表
の
世
界
」
の
よ
う
な
意
味
合
い

と
考
え
ら
れ
る
。 

「
顕
」
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
に
着
目
す
る
と
、
②
③
④
⑥
⑦
⑩
⑪
は
、
い
ず
れ

も
名
や
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
場
面
に
あ
り
、
祭
祀
や
託
宣
に
お
い
て
神
や
神
意

が
明
ら
か
に
な
る
用
例
と
の
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
。
⑧
⑨
は
自
身
の
心
を
表
明
す

る
文
脈
で
使
用
さ
れ
、
⑤
は
陰
謀
を
密
告
す
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

序
文
に
お
け
る
唯
一
の
例
①
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
お
き
た
い
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
、
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
譚
を
踏
ま
え
、
「
幽
」

－47－



復ま
た

顕う
つ

見し
き

蒼あ
を

生
ひ
と
く
さ

と
畜
産

け
も
の

と
の
為た

め
は
、
〔
①103

・3

〕 

⑧
巻
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
六 

顕
、
此
云
二

于
都
斯
一

。
〔
①106

・6

〕 

顕
、
此こ

こ
に
は
于
都
斯

う
つ
し

と
云い

ふ
。
〔
①107

・6

〕 

⑨
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
正
文 

娶
二

顕
国
玉
之
女
子
下
照
姫
一

、
〔
①112

・5

〕 

顕
う
つ
し

国く
に

玉た
ま

の
女
子

む
す
め

下し
た

照で
る

姫ひ
め

を
娶め

と
り
、
〔
①113

・4

〕 

⑩
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
一 

発
二

顕
我
一

者
汝
也
。
〔
①132

・3

〕 

我わ
れ

を
発
顕

あ
ら
は

し
つ
る
は

汝
な
む
ぢ

な
り
。
〔
①133

・1

〕 

⑪
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
一 

汝
宜
下

以
二

所
レ

顕
神
名
一

、
為
中

姓
氏
上

焉
。
〔
①132

・8

〕 

汝
な
む
ぢ

顕
あ
ら
は

し
つ
る
神
の
名
を
以
ち
て
、
姓
氏

う
ぢ

と
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
①

133

・8

〕 

⑫
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

夫
汝
所
レ

治
顕
露
之
事
、
宜
二

是
吾
孫
治
一

之
。
〔
①134

・8

〕 

夫そ

れ
汝
が
治し

ら
す
顕
露
之

あ
ら
は
な
る

事こ
と

、
是こ

れ
吾あ

が

孫
み
ま
ご

治し

ら
す
べ
し
。
〔
①135

・8

〕 

⑬
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

吾
所
レ

治
顕
露
事
者
、
皇
孫
当
レ

治
。
〔
①134

・15

〕 

吾あ

が
治し

ら
す
顕

露

あ
ら
は
な
る

事こ
と

は
、
皇す

め
孫み

ま
治し

ら
し
た
ま
ふ
べ
し
。
〔
①135

・17

〕 

⑭
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

顕
見
蒼
生
者
如
二

木
花
一

之
俄
遷
転
当
二

衰
去
一

矣
。
〔
①142

・1

〕 

「
顕う

つ
見し

き
蒼あ

を

生
ひ
と
く
さ

は
、
木
の
花
の
如ご

と
く

俄
に
は
か

に
遷
転

う
つ
ろ

ひ
て
衰
去

お
と
ろ

へ
な
む
」
と
い
ふ

と
い
ふ
。
〔
①142

・15

〕 

⑮
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

顕
露
、
此
云
二

阿
羅
播
弐
一

。
〔
①142

・10

〕 

顕
露
、
此
に
は
阿あ

羅ら

播は

弐に

と
云
ふ
。
〔
①143

・11

〕 

⑯
巻
三
・
神
武
即
位
前
紀
戊
午
九
月 

朕
親
作
二

顕
斎
一

。
〔
①214

・8

〕 

朕わ
れ

親
み
づ
か

ら

顕
う
つ
し

斎
い
は
ひ

を
作な

さ
む
。
〔
①215

・10

〕 

⑰
巻
三
・
神
武
即
位
前
紀
戊
午
九
月 

顕
斎
、
此
云
二

于
図
詩
怡
破
毘
一

。
〔
①214

・8

〕 

顕
斎
、
此
に
は
于う

図つ

詩し

怡い

破は

毘ひ

と
云
ふ
。
〔
①215

・10

〕 

⑱
巻
六
・
垂
仁
八
十
八
年
七
月 

時
刀
子
従
二

袍
中
一

出
而
顕
之
。
〔
①333

・10

〕 

時
に
、
刀
子

か
た
な

袍
の
中
よ
り
出い

で
て

顕
あ
ら
は

る
。
〔
①333

・13

〕 

⑲
巻
九
・
神
功
摂
政
元
年
三
月 

則
顕
令
二

軍
中
一

、
悉
断
レ

弦
解
レ

刀
、
〔
①442

・13

〕 

則
す
な
は

ち

顕
あ
き
ら
か

に

軍
み
い
く
さ

の
中な

か
に

令
の
り
ご
と

し
て
、

悉
こ
と
ご
と
く

に

弦
ゆ
づ
る

を
断た

ち
、
〔
①443

・

14

〕 

⑳
巻
十
三
・
允
恭
四
年
九
月 

三
才
顕
分
以
来
、
〔
②110

・3

〕 

三さ
ん

才さ
い

顕
あ
ら
は

れ
分わ

か
れ
て
よ
り
以こ

の
来か

た
、
〔
②111

・2

〕 

㉑
巻
十
五
・
清
寧
即
位
前
紀 

顕
宗
天
皇
〔
②216

・3

〕 

顕
宗

け
ん
ぞ
う

天
皇

て
ん
わ
う

〔
②217

・2

〕 

㉒
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

顕
宗
天
皇
〔
②226

・1

〕 

顕
宗

け
ん
ぞ
う

天
皇

て
ん
わ
う

〔
②227

・1

〕 

㉓
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

を
「
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
」
、
「
顕
」
を
「
ウ
ツ
シ
ク
ニ
」
と
読
ん
で
い
る
。
『
日
本
書

紀
』
で
は
、
訓
注
に
よ
っ
て
漢
字
「
顕
」
と
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
の
対
応
関
係
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
る
資
料
と
は
い
え
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
同
様

に
読
む
こ
と
に
も
、
あ
る
程
度
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
序

文
は
と
も
か
く
と
し
て
、
『
古
事
記
』
本
文
の
漢
字
「
顕
」
は
、
必
ず
し
も
和
語

「
ウ
ツ
シ
」
と
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

『
古
事
記
』
序
文
が
正
格
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
文
は
和
文
的

傾
向
が
強
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
者
を
切
り
離
し
て
考
え
た
い
。
両
者
の
相
違
は
、

本
文
の
「
顕
」
が
悉
く
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
序
文
の
①
だ

け
が
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
『
古

事
記
』
本
文
に
お
い
て
は
、
漢
字
「
顕
」
と
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
は
結
び
付
か
な
い
。

本
文
に
は
、
「
顕
」
と
は
別
に
「
ウ
ツ
シ
」
の
用
例
が
五
例
あ
り
、
全
て
万
葉
仮

名
表
記
な
の
で
あ
る
。 

 

◆
『
風
土
記
』 

①
播
磨
・
賀
古
の
郡 

大
来
見
顕
。
〔26

・3

〕 

大お
ほ

来く

見み

顕あ
ら

は
し
き
。
〔26

・17

〕 

②
播
磨
・
讃
容
の
郡 

見
顕
人
別
部
犬
、
〔76

・3

〕 

見み

顕あ
ら

は
し
し
人
は
別わ

け
部べ

の
犬い

ぬ
、
〔77

・1

〕 
 

い
ず
れ
も
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
用
例
で
、
『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類

で
は
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
。
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
資
源
を
発

見
す
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
前
者
は

陵
墓
に
適
し
た
石
材
を
、
後
者
は
鉄
の
鉱
脈
を
発
見
し
た
例
で
あ
る
。 

 

◆
『
日
本
書
紀
』 

①
巻
一
・
神
代
上
〔
第
五
段
〕
一
書
第
十
一 

是
物
者
則
顕
見
蒼
生
可
二

食
而
活
一

之
也
、
〔
①60

・5

〕 

「
是こ

の
物
は
、
顕
見

う
つ
し
き

蒼

生

あ
を
ひ
と
く
さ

の
食く

ひ
て
活い

く
べ
き
も
の
な
り
」
と
の
た
ま
ひ
、

〔
①61

・4

〕 

②
巻
一
・
神
代
上
〔
第
五
段
〕
一
書
第
十
一 

顕
見
蒼
生
、
此
云
二

宇
都
志
枳
阿
烏
比
等
久
佐
一

。
〔
①60

・10

〕 

顕
見
蒼
生
、
此こ

こ
に
は
宇う

都つ

志し

枳き

阿あ

烏を

比ひ

等と

久く

佐さ

と
云
ふ
。
〔
①61

・10

〕 

③
巻
一
・
神
代
上
〔
第
七
段
〕
正
文 

顕
神
明
之
憑
談
。
〔
①76

・11

〕 

顕
神
明
之
憑
談

か

む

が

か

り

す
。
〔
①77

・12

〕 

④
巻
一
・
神
代
上
〔
第
七
段
〕
正
文 

顕
神
明
之
憑
談
、
此
云
二

歌
牟
鵝
可
梨
一

。
〔
①76

・11

〕 

顕
神
明
之
憑
談
、
此
に
は
歌か

牟む

鵝が

可か

梨り

と
云
ふ
。
〔
①77

・13

〕 

⑤
巻
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
五 

柀
可
三

以
為
二

顕
見
蒼
生
奥
津
棄
戸
将
臥
之
具
一

。
〔
①100

・6

〕 

柀ま
き

は
、
以
ち
て
顕う

つ
見し

き

蒼
あ
を
ひ

生
と
く
さ

の
奥お

き
津つ

棄す
た

戸へ

に
将も

ち
臥ふ

さ
む

具
そ
な
へ

に
す
べ
し
。

〔
①101

・6

〕 
⑥
巻
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
六 

亦
曰
二

顕
国
玉
神
一

。
〔
①102

・4

〕 
亦
は

顕
う
つ
し

国く
に

玉
た
ま
の

神か
み

と
曰
す
。
〔
①103

・1

〕 

⑦
巻
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
六 

復
為
二

顕
見
蒼
生
及
畜
産
一

、
〔
①102

・5

〕 

－48－



復ま
た

顕う
つ

見し
き

蒼あ
を

生
ひ
と
く
さ

と
畜
産

け
も
の

と
の
為た

め
は
、
〔
①103

・3

〕 
⑧
巻
一
・
神
代
上
〔
第
八
段
〕
一
書
第
六 

顕
、
此
云
二

于
都
斯
一

。
〔
①106

・6

〕 

顕
、
此こ

こ
に
は
于
都
斯

う
つ
し

と
云い

ふ
。
〔
①107

・6

〕 

⑨
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
正
文 

娶
二

顕
国
玉
之
女
子
下
照
姫
一

、
〔
①112

・5

〕 

顕
う
つ
し

国く
に

玉た
ま

の
女
子

む
す
め

下し
た

照で
る

姫ひ
め

を
娶め

と
り
、
〔
①113

・4

〕 

⑩
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
一 

発
二

顕
我
一

者
汝
也
。
〔
①132

・3
〕 

我わ
れ

を
発
顕

あ
ら
は

し
つ
る
は

汝
な
む
ぢ

な
り
。
〔
①133
・1

〕 

⑪
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
一 

汝
宜
下

以
二

所
レ

顕
神
名
一

、
為
中

姓
氏
上

焉
。
〔
①132
・8

〕 

汝
な
む
ぢ

顕
あ
ら
は

し
つ
る
神
の
名
を
以
ち
て
、
姓
氏

う
ぢ

と
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
①

133

・8

〕 

⑫
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

夫
汝
所
レ

治
顕
露
之
事
、
宜
二

是
吾
孫
治
一

之
。
〔
①134

・8

〕 

夫そ

れ
汝
が
治し

ら
す
顕
露
之

あ
ら
は
な
る

事こ
と

、
是こ

れ
吾あ

が

孫
み
ま
ご

治し

ら
す
べ
し
。
〔
①135
・8
〕 

⑬
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

吾
所
レ

治
顕
露
事
者
、
皇
孫
当
レ

治
。
〔
①134

・15

〕 

吾あ

が
治し

ら
す
顕

露

あ
ら
は
な
る

事こ
と

は
、
皇す

め
孫み

ま
治し

ら
し
た
ま
ふ
べ
し
。
〔
①135

・17

〕 

⑭
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

顕
見
蒼
生
者
如
二

木
花
一

之
俄
遷
転
当
二

衰
去
一

矣
。
〔
①142

・1

〕 

「
顕う

つ
見し

き
蒼あ

を

生
ひ
と
く
さ

は
、
木
の
花
の
如ご

と
く

俄
に
は
か

に
遷
転

う
つ
ろ

ひ
て
衰
去

お
と
ろ

へ
な
む
」
と
い
ふ

と
い
ふ
。
〔
①142

・15

〕 

⑮
巻
二
・
神
代
下
〔
第
九
段
〕
一
書
第
二 

顕
露
、
此
云
二

阿
羅
播
弐
一

。
〔
①142

・10

〕 

顕
露
、
此
に
は
阿あ

羅ら

播は

弐に

と
云
ふ
。
〔
①143

・11

〕 

⑯
巻
三
・
神
武
即
位
前
紀
戊
午
九
月 

朕
親
作
二

顕
斎
一

。
〔
①214

・8

〕 

朕わ
れ

親
み
づ
か

ら

顕
う
つ
し

斎
い
は
ひ

を
作な

さ
む
。
〔
①215

・10

〕 

⑰
巻
三
・
神
武
即
位
前
紀
戊
午
九
月 

顕
斎
、
此
云
二

于
図
詩
怡
破
毘
一

。
〔
①214

・8

〕 

顕
斎
、
此
に
は
于う

図つ

詩し

怡い

破は

毘ひ

と
云
ふ
。
〔
①215

・10

〕 

⑱
巻
六
・
垂
仁
八
十
八
年
七
月 

時
刀
子
従
二

袍
中
一

出
而
顕
之
。
〔
①333

・10

〕 

時
に
、
刀
子

か
た
な

袍
の
中
よ
り
出い

で
て

顕
あ
ら
は

る
。
〔
①333

・13

〕 

⑲
巻
九
・
神
功
摂
政
元
年
三
月 

則
顕
令
二

軍
中
一

、
悉
断
レ

弦
解
レ

刀
、
〔
①442

・13

〕 

則
す
な
は

ち

顕
あ
き
ら
か

に

軍
み
い
く
さ

の
中な

か
に

令
の
り
ご
と

し
て
、

悉
こ
と
ご
と
く

に

弦
ゆ
づ
る

を
断た

ち
、
〔
①443

・

14

〕 

⑳
巻
十
三
・
允
恭
四
年
九
月 

三
才
顕
分
以
来
、
〔
②110

・3

〕 

三さ
ん

才さ
い

顕
あ
ら
は

れ
分わ

か
れ
て
よ
り
以こ

の
来か

た
、
〔
②111

・2

〕 

㉑
巻
十
五
・
清
寧
即
位
前
紀 

顕
宗
天
皇
〔
②216

・3

〕 

顕
宗

け
ん
ぞ
う

天
皇

て
ん
わ
う

〔
②217

・2

〕 
㉒
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

顕
宗
天
皇
〔
②226

・1

〕 

顕
宗

け
ん
ぞ
う

天
皇

て
ん
わ
う

〔
②227

・1

〕 

㉓
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

－49－



僧
ほ
ふ
し

尼あ
ま

・

奴
や
つ
こ

婢
め
や
つ
こ

・
田た

は
畝た

け
の

実
む
ざ
ね

を

験
か
む
が

へ
て
、

尽
こ
と
ご
と
く

に

顕
あ
き
ら

め
奏ま

を
せ
」
と
の

た
ま
ふ
。
〔
③124

・14

〕 

㊵
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
二
年
二
月 

今
顕
二

示
集
在
黎
民
一

。
〔
③136

・8

〕 

今い
ま

し

集
う
ご
な
は
り

在は
べ

る

黎
お
ほ
み

民
た
か
ら

に
顕
示

み

す
。
〔
③137

・10

〕 

㊶
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
二
年
三
月 

而
俱
顕
陳
、
然
後
可
レ

諮
。
〔
③154

・7

〕 

俱と
も

に

顕
あ
ら
は

し
陳の

べ
て
、
然し

か
る
後の

ち
に
諮ま

を
す
べ
し
。
〔
③155

・6

〕 

㊷
巻
二
十
六
・
斉
明
六
年
七
月 

 
 

道
顕
〔
③232

・4

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③233

・6

〕 

人
名 

㊸
巻
二
十
六
・
斉
明
七
年
四
月 

 
 

道
顕
〔
③240

・8

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③241

・12

〕 

人
名 

㊹
巻
二
十
七
・
天
智
即
位
前
紀 

 

道
顕
〔
③252

・1

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③252

・14

〕 

人
名 

㊺
巻
二
十
七
・
天
智
元
年
四
月 

 

道
顕
〔
③252

・12

〕 

人
名 

道
顕
〔
③253

・15

〕 

人
名 

㊻
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
七
月 

軍
衆
多
至
、
顕
見
二

旗
旘
一

。
〔
③334

・8

〕 

軍
い
く
さ
の

衆
ひ
と
ど
も

多さ
は

に
至い

た
り
、

顕
あ
き
ら
か

に
旗は

旘た

を
見
る
。
〔
③335

・8

〕 

㊼
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
七
月 

乃
顕
之
曰
、
〔
③340

・4

〕 

乃
す
な
は

ち

顕
あ
ら
は

し
て
曰い

は
く
、
〔
③341

・3

〕 

㊽
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
八
月 

而
顕
寵
賞
。
〔
③342

・14

〕 

顕
あ
き
ら
か

に
寵め

ぐ
み

賞
た
ま
も
の

す
。
〔
③343

・17

〕 

㊾
巻
二
十
九
・
天
武
下
二
年
八
月 

而
顕
寵
賞
。
〔
③352

・11

〕 

顕
あ
き
ら
か

に
寵め

ぐ
み

賞
た
ま
も
の

す
。
〔
③353

・12

〕 

㊿
巻
二
十
九
・
天
武
下
十
二
年
六
月 

以
顕
寵
賞
。
〔
③428

・3

〕 

顕
あ
き
ら
か

に

寵
め
ぐ
み

賞
た
ま
も
の

し
た
ま
ふ
。
〔
③429

・1

〕 

○51
巻
三
十
・
持
統
四
年
十
月 

朕
嘉
二

厥
尊
レ

朝
愛
レ

国
、
売
レ

己
顕
一レ

忠
。
〔
③510

・2

〕 

朕わ
れ

、
厥そ

の

朝
み
か
ど

を
尊

た
ふ
と

び
国く

に

を
愛お

も

ひ
、

己
お
の
れ

を
売う

り
て

忠

ま
め
な
る
こ
こ
ろ

を

顕
あ
ら
は

せ
る
こ
と

を
嘉よ

み
す
。
〔
③510

・11

〕 

○52
巻
三
十
・
持
統
四
年
十
月 

以
顕
二

其
功
一

。
〔
③510

・4

〕 

其
の

功
い
さ
を
し

を

顕
あ
ら
は

さ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
③510

・13

〕 

○53
巻
三
十
・
持
統
十
年
九
月 

以
顕
二

元
従
之
功
一

。
〔
③556

・12

〕 

以
ち
て
元
め
よ
り
従
ひ
た
て
ま
つ
れ
る
功
を

顕
あ
ら
は

し
た
ま
へ
る
な
り
。
〔
③

557

・14

〕 
 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
い

て
も
、
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
」
の
意
味
で
の
使
用
が
多
数
を
占
め
、
全
五

三
例
中
⑩
⑪
㉓
㉔
㉕
㉖
㉗
㉘
㉚
㉛
㉜
㉟
㊱
㊳
㊴
㊵
㊶
㊼

○51
○52
○53
の
二
一
例
に
及

顕
レ

名
著
レ

貴
、
〔
②230

・2

〕 
名な

を

顕
あ
ら
は

し

貴
た
ふ
と

き
を
著し

め
す
は
、
〔
②231

・1

〕 

㉔
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

豈
若
二

顕
レ

名
被
一レ

害
也
歟
。
〔
②230

・5

〕 

豈あ
に

名
を
顕
し
て
害こ

ろ
さ
れ
む
に
若し

か
む
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
②231

・5

〕 

㉕
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

誰
能
激
二

揚
大
節
一

可
二

以
顕
著
一

。
〔
②230

・7

〕 

誰た
れ

か
能よ

く
大た

い
節せ

つ
を
激あ

揚げ

て
顕
著

あ
ら
は

す
べ
け
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
②231

・8

〕 

㉖
巻
十
五
・
顕
宗
即
位
前
紀 

彰
二

顕
帝
孫
一

、
〔
②238

・10

〕 

帝
孫

て
い
そ
ん

を
彰

顕

し
や
う
け
ん

し
た
ま
ひ
し
と
き
は
、
〔
②239
・14

〕 

㉗
巻
十
五
・
顕
宗
元
年
四
月 

褒
レ

善
顕
レ

功
、
〔
②246

・5

〕 

善ぜ
ん

を
褒ほ

め
功こ

う
を

顕
あ
ら
は

し
、
〔
②247

・4

〕 
 

㉘
巻
十
八
・
安
閑
元
年
十
月 

令
レ

顕
二

前
迹
一

。
〔
②338

・1

〕 

前

迹

さ
き
の
あ
と

を

顕
あ
ら
は

さ
し
め
た
ま
は
む
こ
と
を
」
と
ま
を
す
。
〔
②338

・16
〕 

㉙
巻
十
八
・
安
閑
元
年
閏
十
二
月 

先
天
皇
建
二

顕
号
一

垂
二

鴻
名
一

、
〔
②338

・12

〕 

先
さ
き
の

天
す
め
ら

皇
み
こ
と

、
顕け

ん
号が

う
を
建た

て
鴻こ

う
名め

い
を
垂た

れ
て
、
〔
②339

・15

〕 

㉚
巻
十
九
・
欽
明
元
年
九
月 

依
レ

実
顕
奏
。
〔
②362

・9

〕 

実
ま
こ
と

の

依
ま
に
ま

に

顕
あ
ら
は

し
奏ま

を
す
。
〔
②363

・10

〕 

㉛
巻
十
九
・
欽
明
三
十
一
年
四
月 

郡
司
隠
匿
。
故
臣
顕
奏
。
〔
②456

・10

〕 

郡
こ
ほ
り
の

司
つ
か
さ

、
隠か

匿く

せ
り
。
故か

れ
、

臣
や
つ
か
れ

顕
あ
ら
は

し
奏ま

を
す
」
と
ま
を
す
。
〔
②457

・

12

〕 

㉜
巻
二
十
・
敏
達
元
年
六
月 

大
使
顕
二

噵
吾
過
一

、
〔
②468

・1

〕 

大た
い

使し

、
吾わ

が

過
あ
や
ま
ち

を

顕
あ
ら
は

し
噵ま

を
さ
ば
、
〔
②468

・16

〕 

㉝
巻
二
十
・
敏
達
七
年
三
月 

事
顕
而
解
。
〔
②476

・11

〕 

事こ
と

顕
あ
ら
は

れ
て
解と

く
。
〔
②477

・12

〕 

㉞
巻
二
十
一
・
崇
峻
五
年
十
一
月 

駒
汙
レ

嬪
事
顕
、
為
二

大
臣
一

所
レ

殺
。
〔
②524

・9

〕 

駒
、
嬪み

め
を
汙け

が
せ
る
事こ

と

顕
あ
ら
は

れ
て
、
大お

ほ
臣お

み
に
殺こ

ろ
さ
れ
ぬ
。
〔
②525

・14

〕 

㉟
巻
二
十
三
・
舒
明
即
位
前
紀 

唯
顕
二

聆
事
一

耳
。
〔
③28

・12

〕 

唯た
だ

聆き

き
し
事
を

顕
あ
ら
は

さ
ま
く
の
み
。
〔
③29

・15

〕 

㊱
巻
二
十
三
・
舒
明
即
位
前
紀 

於
レ

是
一
尼
嫉
妬
令
レ

顕
。
〔
③36

・8

〕 

是こ
こ

に

一
ひ
と
り
の

尼あ
ま

、
嫉ね

妬た

み
て

顕
あ
ら
は

さ
し
む
。
〔
③37

・8

〕 

㊲
巻
二
十
三
・
舒
明
元
年
正
月 

幽
顕
属
レ

心
。
〔
③38

・4

〕 

幽い
う

顕け
ん

心
こ
こ
ろ

を
属つ

け
た
り
。
〔
③39

・6

〕 
㊳
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
元
年
八
月 

顕
二

揚
仏
教
一

恭
二

敬
僧
尼
一

。
〔
③122

・7

〕 
仏ぶ

つ

教
き
や
う

を

顕
あ
ら
は
し

揚あ

げ

僧
ほ
ふ
し

尼あ
ま

を

恭
つ
つ
し
み

敬
ゐ
や
ま

ふ
。
〔
③123

・7

〕 

㊴
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
元
年
八
月 

験
二

僧
尼
・
奴
婢
・
田
畝
之
実
一

、
而
尽
顕
奏
。
〔
③124

・1

〕 

－50－



僧
ほ
ふ
し

尼あ
ま

・

奴
や
つ
こ

婢
め
や
つ
こ

・
田た

は
畝た

け
の

実
む
ざ
ね

を

験
か
む
が

へ
て
、

尽
こ
と
ご
と
く

に

顕
あ
き
ら

め
奏ま

を
せ
」
と
の

た
ま
ふ
。
〔
③124

・14

〕 

㊵
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
二
年
二
月 

今
顕
二

示
集
在
黎
民
一

。
〔
③136

・8

〕 

今い
ま

し

集
う
ご
な
は
り

在は
べ

る

黎
お
ほ
み

民
た
か
ら

に
顕
示

み

す
。
〔
③137

・10

〕 

㊶
巻
二
十
五
・
孝
徳
大
化
二
年
三
月 

而
俱
顕
陳
、
然
後
可
レ

諮
。
〔
③154

・7

〕 

俱と
も

に

顕
あ
ら
は

し
陳の

べ
て
、
然し

か
る
後の

ち
に
諮ま

を
す
べ
し
。
〔
③155

・6

〕 

㊷
巻
二
十
六
・
斉
明
六
年
七
月 

 
 

道
顕
〔
③232

・4

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③233

・6

〕 

人
名 

㊸
巻
二
十
六
・
斉
明
七
年
四
月 

 
 

道
顕
〔
③240

・8

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③241

・12

〕 

人
名 

㊹
巻
二
十
七
・
天
智
即
位
前
紀 

 

道
顕
〔
③252

・1

〕 

人
名 

道だ
う

顕け
ん

〔
③252

・14

〕 

人
名 

㊺
巻
二
十
七
・
天
智
元
年
四
月 

 

道
顕
〔
③252

・12

〕 

人
名 

道
顕
〔
③253

・15

〕 

人
名 

㊻
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
七
月 

軍
衆
多
至
、
顕
見
二

旗
旘
一

。
〔
③334

・8

〕 

軍
い
く
さ
の

衆
ひ
と
ど
も

多さ
は

に
至い

た
り
、

顕
あ
き
ら
か

に
旗は

旘た

を
見
る
。
〔
③335

・8

〕 

㊼
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
七
月 

乃
顕
之
曰
、
〔
③340

・4

〕 

乃
す
な
は

ち

顕
あ
ら
は

し
て
曰い

は
く
、
〔
③341

・3

〕 

㊽
巻
二
十
八
・
天
武
上
元
年
八
月 

而
顕
寵
賞
。
〔
③342

・14

〕 

顕
あ
き
ら
か

に
寵め

ぐ
み

賞
た
ま
も
の

す
。
〔
③343

・17

〕 

㊾
巻
二
十
九
・
天
武
下
二
年
八
月 

而
顕
寵
賞
。
〔
③352

・11

〕 

顕
あ
き
ら
か

に
寵め

ぐ
み

賞
た
ま
も
の

す
。
〔
③353

・12

〕 

㊿
巻
二
十
九
・
天
武
下
十
二
年
六
月 

以
顕
寵
賞
。
〔
③428

・3

〕 

顕
あ
き
ら
か

に

寵
め
ぐ
み

賞
た
ま
も
の

し
た
ま
ふ
。
〔
③429

・1

〕 

○51
巻
三
十
・
持
統
四
年
十
月 

朕
嘉
二

厥
尊
レ

朝
愛
レ

国
、
売
レ

己
顕
一レ

忠
。
〔
③510

・2

〕 

朕わ
れ

、
厥そ

の

朝
み
か
ど

を
尊

た
ふ
と

び
国く

に

を
愛お

も

ひ
、

己
お
の
れ

を
売う

り
て

忠

ま
め
な
る
こ
こ
ろ

を

顕
あ
ら
は

せ
る
こ
と

を
嘉よ

み
す
。
〔
③510

・11

〕 

○52
巻
三
十
・
持
統
四
年
十
月 

以
顕
二

其
功
一

。
〔
③510

・4

〕 

其
の

功
い
さ
を
し

を

顕
あ
ら
は

さ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
③510

・13

〕 

○53
巻
三
十
・
持
統
十
年
九
月 

以
顕
二

元
従
之
功
一

。
〔
③556

・12

〕 

以
ち
て
元
め
よ
り
従
ひ
た
て
ま
つ
れ
る
功
を

顕
あ
ら
は

し
た
ま
へ
る
な
り
。
〔
③

557
・14

〕 
 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
い

て
も
、
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
」
の
意
味
で
の
使
用
が
多
数
を
占
め
、
全
五

三
例
中
⑩
⑪
㉓
㉔
㉕
㉖
㉗
㉘
㉚
㉛
㉜
㉟
㊱
㊳
㊴
㊵
㊶
㊼

○51
○52
○53
の
二
一
例
に
及

－51－



④
巻
八
・
一
四
二
八 

依
二

作
者
微
一

、
不
レ

顕
二

名
字
一

。
〔
②296

下
・7

〕 

作
者
の
微い

や
し
き
に
依よ

り
て
、

名
み
や
う

字じ

を
顕あ

ら
は
さ
ず
。
〔
②296

・9

〕 

⑤
巻
十
一
・
二
三
五
四 

天
地 

通
雖
レ

光 

所
レ

顕
目
八
方
〔
③166

下8

〕 

天
地

あ
め
つ
ち

に 

通
り
照
る
と
も 

顕あ
ら

は
れ
め
や
も
〔
③166

・5

〕 

⑥
巻
十
六
・
三
八
〇
三 

山
葉
従 

出
来
月
之 

顕
者
如
何
〔
④99

下44

〕 

山
の
端は

ゆ 

出い

で
来く

る
月
の 

顕
あ
ら
は

さ
ば
い
か
に
〔
④100

・2

〕 

⑦
巻
十
六
・
三
八
〇
七
左
注 

怒
色
顕
レ

面
。
〔
④102

下18

〕 

怒
り
の

色
お
も
へ
り

面
お
も
て

に

顕
あ
ら
は

れ
ぬ
。
〔
④103

・1

〕 

⑧
巻
十
六
・
三
八
一
五
左
注 

以
顕
二

改
適
之
縁
一

。
〔
④108

下8

〕 

以も
ち

て
改か

い
適せ

き
の
縁よ

し
を

顕
あ
ら
は

す
、
と
い
ふ
。
〔
④108

・10

〕 

㊀
巻
五
・
八
五
四 

伊
返
波
阿
礼
騰 

吉
美
乎
夜
佐
之
美 

阿
良
波
佐
受
阿
利
吉
〔
②53

下6

〕 

家
は
あ
れ
ど 

君
を
や
さ
し
み 

顕あ
ら

は
さ
ず
あ
り
き
〔
②53

・9

〕 

㊁
巻
十
四
・
三
四
一
四 

多
都
努
自
能 

安
良
波
路
万
代
母
〔
③476

下14

〕 

立
つ
虹の

じ
の 

現あ
ら

は
ろ
ま
で
も
〔
③476

・7

〕 

㊂
巻
十
四
・
三
五
五
九 

許
曾
能
左
刀
妣
等 

阿
良
波
左
米
可
母
〔
③513

下14

〕 

許
曾

こ
そ

の
里
人

さ
と
び
と 

顕あ
ら

は
さ
め
か
も
〔
③513

・7

〕 

㊃
巻
十
八
・
四
〇
九
四 

朕
御
世
尓 

安
良
波
之
弖
安
礼
婆
〔
④257

下8

〕 

朕わ

が
御
代

み
よ

に 

顕あ
ら

は
し
て
あ
れ
ば
〔
④257

・10

〕 
 

全
八
例
中
①
②
④
⑦
⑧
の
五
例
は
、
漢
文
中
の
用
例
で
あ
る
た
め
、
『
大
漢
和

辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
た
と
こ
ろ
、
①
④
⑧
の
三
例
が
「
あ
ら
は
す
。

明
か
に
す
る
。
」
の
意
、
②
は
「
い
ち
じ
る
し
い
。
著
明
。
」
の
意
、
⑦
は
「
あ

ら
は
れ
る
。
」
の
意
で
あ
っ
た
。 

歌
中
の
用
例
③
⑤
⑥
は
、
和
語
「
ア
ラ
ハ
ル
（
ス
）
」
と
対
応
す
る
こ
と
が
比

較
的
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
和
語
と
し
て
分
類
し
た
。
③
⑤
の
「
ア
ラ
ハ
ル
」
は

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
の
「
あ
ら
わ
れ
る
。
表
に
出
る
。
露
見
す

る
。
」
に
該
当
し
、
⑥
の
「
ア
ラ
ハ
ス
」
は
「
あ
ら
わ
す
。
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

人
に
知
ら
せ
る
。
」
に
該
当
す
る
。
参
考
ま
で
に
万
葉
仮
名
表
記
の
「
ア
ラ
ハ
ル

（
ス
）
」
の
用
例
を
㊀
～
㊃
に
掲
げ
た
。 

『
万
葉
集
』
で
は
、
恋
心
が
露
見
し
た
り
男
女
の
仲
が
暴
か
れ
た
り
す
る
文
脈

で
の
使
用
例
が
目
立
ち
、
歌
中
の
例
③
⑤
⑥
の
全
て
が
該
当
し
た
。
和
語
と
の
対

応
関
係
に
お
い
て
は
、
㊀
～
㊃
と
の
類
似
や
文
脈
か
ら
「
ア
ラ
ハ
ル
（
ス
）
」
と

読
む
蓋
然
性
が
高
い
一
方
で
、
「
ウ
ツ
シ
」
と
の
対
応
関
係
は
希
薄
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
ウ
ツ
シ
」
と
対
応
す
る
漢
字
は
別
に
存
在
し
、
例
え
ば

「
現
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

◆
『
三
教
指
帰
』 

①
下
・
仮
名
乞
兒
論 

挙
名
顕
先
。
〔119

・12

〕 

名
を
挙
げ
先せ

ん
を
顕
は
す
、
〔118

・12

〕 

②
下
・
仮
名
乞
兒
論 

ん
だ
。
「
あ
ら
は
れ
る
。
」
の
意
味
は
⑱
⑳
㉝
㉞
の
四
例
、
「
あ
き
ら
か
。
」
の

意
味
は
㉙
の
一
例
、
「
あ
ら
は
に
。
あ
き
ら
か
に
。
」
の
意
味
は
㊽
㊾
㊿
の
三
例
、

「
む
き
だ
し
に
。
は
っ
き
り
と
。
」
の
意
味
は
⑲
㊻
の
二
例
、
諡
号
や
人
名
の
一

部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
㉑
㉒
㊷
㊸
㊹
㊺
の
六
例
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

漢
風
諡
号
は
『
日
本
書
紀
』
成
立
時
に
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
後
世
の
挿
入
と

さ
れ
る
た
め
、
用
例
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
㊲
は
、
神
と

人
間
を
そ
れ
ぞ
れ
「
幽
」
「
顕
」
と
表
現
し
て
お
り
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
適

当
な
語
義
を
見
出
し
が
た
い
。
『
古
事
記
』
①
の
「
幽
顕
」
と
合
わ
せ
て
検
討
を

要
す
る
用
例
で
あ
る
。 

巻
一
～
巻
三
に
か
け
て
は
、
「
顕
」
の
訓
注
が
散
見
し
、
対
応
す
る
和
語
が
明

ら
か
で
あ
る
例
が
多
い
。
①
「
顕
見
蒼
生
」
は
、
②
「
ウ
ツ
シ
キ
ア
ヲ
ヒ
ト
ク

サ
」
、
⑥
「
顕
国
玉
神
」
の
「
顕
」
は
⑧
「
ウ
ツ
シ
」
、
⑯
「
顕
斎
」
は
⑰
「
ウ

ツ
シ
イ
ハ
ヒ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
、
和
語
な
ら
で

は
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
は
振
り
分

け
ず
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
（
三
省
堂
）
を
参
照
し
た
。
す
る
と
、

①
②
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑭
⑯
⑰
の
十
例
が
、
い
ず
れ
も
「
う
つ
つ
で
あ
る
。
目
の
前
に

顕
在
し
て
い
る
。
」
の
意
味
に
該
当
し
た
。
『
古
事
記
』
本
文
は
、
和
語
「
ウ
ツ

シ
」
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
、
漢
字
「
顕
」
と
は
区
別
し
て
扱
う
が
、
『
日
本
書

紀
』
に
は
、
両
者
を
積
極
的
に
結
び
つ
け
る
意
図
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

「
ウ
ツ
シ
」
と
読
む
訓
注
以
外
で
は
、
⑫
「
顕
露
之
事
」
の
「
顕
露
」
を
⑮

「
ア
ラ
ハ
ニ
」
と
す
る
例
が
あ
る
。
「
顕
露
之
事
」
は
直
後
に
言
及
さ
れ
る
「
神

事
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
「
顕
露
之
事
」
は
地
上
の
現
実
世
界
を
意
味
し
、

「
神
事
」
は
目
に
見
え
な
い
神
の
世
界
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
文
脈
に
使
用
さ
れ
る
「
ア
ラ
ハ
」
は
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
で
は

「
そ
と
へ
あ
ら
わ
れ
て
あ
る
こ
と
。
む
き
だ
し
。
」
に
該
当
し
、
⑫
⑬
⑮
の
三
例

を
数
え
た
。 

最
後
に
③
「
顕
神
明
之
憑
談
」
は
文
字
列
全
体
を
④
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
読
ん

で
お
り
、
「
顕
」
そ
の
も
の
の
読
み
で
は
な
い
。
『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分

類
で
は
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
。
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
殊

な
訓
注
を
有
す
る
た
め
に
分
け
て
お
く
こ
と
と
し
た
。 

 

◆
『
懐
風
藻
』 

①
序 

 

具
題
二

姓
名
一

。
并
顕
二

爵
里
一

。
〔62

・4

〕 

具
つ
ぶ
さ

に
姓
名

せ
い
め
い

を
題し

る

し
、
并あ

は
せ
て

爵
し
や
く

里り

を
顕あ

ら
は
し
、
〔61

・8

〕 

 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
で
は
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
。
」
に
該

当
す
る
。
『
懐
風
藻
』
に
採
録
さ
れ
た
漢
詩
文
に
つ
い
て
、
著
者
の
官
爵
・
出
身

を
詳
ら
か
に
す
る
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

◆
『
万
葉
集
』 

①
巻
五
・
沈
痾
自
哀
文 

欲
レ

顕
二

二
豎
之
逃
匿
一

。
〔
②76

下19

〕 

二に

豎じ
�

の
逃の

が
れ
匿か

く
り
た
る
を
顕あ

ら
は
さ
む
と
欲お

も
ふ
。
〔
②80

・3

〕 

②
巻
六
・
一
〇
一
八
左
注 

未
レ

有
二

顕
聞
一

、
衆
諸
狎
侮
。
〔
②155

下4

〕 
未い

ま
だ
顕け

ん
聞ぶ

ん
あ
ら
ね
ば
、
衆も

ろ
諸ひ

と
狎
侮

あ
な
づ

る
。
〔
②155

・4

〕 

③
巻
七
・
一
三
八
五 

埋
木
之 
不
レ

可
レ

顕 

事
尓
不
レ

有
君
〔
②269

下7

〕 

埋
れ
木
の 

顕あ
ら

は
る
ま
し
じ 

こ
と
に
あ
ら
な
く
に
〔
②269

・6

〕 

－52－



④
巻
八
・
一
四
二
八 

依
二

作
者
微
一

、
不
レ

顕
二

名
字
一

。
〔
②296

下
・7

〕 
作
者
の
微い

や
し
き
に
依よ

り
て
、

名
み
や
う

字じ

を
顕あ

ら
は
さ
ず
。
〔
②296

・9

〕 

⑤
巻
十
一
・
二
三
五
四 

天
地 

通
雖
レ

光 

所
レ

顕
目
八
方
〔
③166

下8

〕 

天
地

あ
め
つ
ち

に 

通
り
照
る
と
も 

顕あ
ら

は
れ
め
や
も
〔
③166

・5

〕 

⑥
巻
十
六
・
三
八
〇
三 

山
葉
従 

出
来
月
之 

顕
者
如
何
〔
④99

下44

〕 

山
の
端は

ゆ 

出い

で
来く

る
月
の 
顕

あ
ら
は

さ
ば
い
か
に
〔
④100

・2

〕 

⑦
巻
十
六
・
三
八
〇
七
左
注 

怒
色
顕
レ

面
。
〔
④102

下18

〕 

怒
り
の

色
お
も
へ
り

面
お
も
て

に

顕
あ
ら
は

れ
ぬ
。
〔
④103

・1
〕 

⑧
巻
十
六
・
三
八
一
五
左
注 

以
顕
二

改
適
之
縁
一

。
〔
④108

下8

〕 

以も
ち

て
改か

い
適せ

き
の
縁よ

し
を

顕
あ
ら
は

す
、
と
い
ふ
。
〔
④108

・10

〕 

㊀
巻
五
・
八
五
四 

伊
返
波
阿
礼
騰 

吉
美
乎
夜
佐
之
美 

阿
良
波
佐
受
阿
利
吉
〔
②53
下6
〕 

家
は
あ
れ
ど 

君
を
や
さ
し
み 

顕あ
ら

は
さ
ず
あ
り
き
〔
②53

・9

〕 

㊁
巻
十
四
・
三
四
一
四 

多
都
努
自
能 

安
良
波
路
万
代
母
〔
③476

下14

〕 

立
つ
虹の

じ
の 

現あ
ら

は
ろ
ま
で
も
〔
③476

・7

〕 

㊂
巻
十
四
・
三
五
五
九 

許
曾
能
左
刀
妣
等 

阿
良
波
左
米
可
母
〔
③513

下14

〕 

許
曾

こ
そ

の
里
人

さ
と
び
と 

顕あ
ら

は
さ
め
か
も
〔
③513

・7

〕 

㊃
巻
十
八
・
四
〇
九
四 

朕
御
世
尓 

安
良
波
之
弖
安
礼
婆
〔
④257

下8

〕 

朕わ

が
御
代

み
よ

に 

顕あ
ら

は
し
て
あ
れ
ば
〔
④257

・10

〕 
 

全
八
例
中
①
②
④
⑦
⑧
の
五
例
は
、
漢
文
中
の
用
例
で
あ
る
た
め
、
『
大
漢
和

辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
た
と
こ
ろ
、
①
④
⑧
の
三
例
が
「
あ
ら
は
す
。

明
か
に
す
る
。
」
の
意
、
②
は
「
い
ち
じ
る
し
い
。
著
明
。
」
の
意
、
⑦
は
「
あ

ら
は
れ
る
。
」
の
意
で
あ
っ
た
。 

歌
中
の
用
例
③
⑤
⑥
は
、
和
語
「
ア
ラ
ハ
ル
（
ス
）
」
と
対
応
す
る
こ
と
が
比

較
的
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
和
語
と
し
て
分
類
し
た
。
③
⑤
の
「
ア
ラ
ハ
ル
」
は

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
の
「
あ
ら
わ
れ
る
。
表
に
出
る
。
露
見
す

る
。
」
に
該
当
し
、
⑥
の
「
ア
ラ
ハ
ス
」
は
「
あ
ら
わ
す
。
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

人
に
知
ら
せ
る
。
」
に
該
当
す
る
。
参
考
ま
で
に
万
葉
仮
名
表
記
の
「
ア
ラ
ハ
ル

（
ス
）
」
の
用
例
を
㊀
～
㊃
に
掲
げ
た
。 

『
万
葉
集
』
で
は
、
恋
心
が
露
見
し
た
り
男
女
の
仲
が
暴
か
れ
た
り
す
る
文
脈

で
の
使
用
例
が
目
立
ち
、
歌
中
の
例
③
⑤
⑥
の
全
て
が
該
当
し
た
。
和
語
と
の
対

応
関
係
に
お
い
て
は
、
㊀
～
㊃
と
の
類
似
や
文
脈
か
ら
「
ア
ラ
ハ
ル
（
ス
）
」
と

読
む
蓋
然
性
が
高
い
一
方
で
、
「
ウ
ツ
シ
」
と
の
対
応
関
係
は
希
薄
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
ウ
ツ
シ
」
と
対
応
す
る
漢
字
は
別
に
存
在
し
、
例
え
ば

「
現
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
◆
『
三
教
指
帰
』 

①
下
・
仮
名
乞
兒
論 

挙
名
顕
先
。
〔119

・12

〕 

名
を
挙
げ
先せ

ん
を
顕
は
す
、
〔118

・12

〕 

②
下
・
仮
名
乞
兒
論 

－53－



⑬
下
・
第
二
十 

挙
二

顕
彼
女
人
之
過
失
一

、
〔298

・15

〕 

彼そ

の
女
人
の
過
失
を
挙あ

げ

顕
あ
ら
は

し
て
、
〔298

・3

〕 
 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
る
と
、
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に

す
る
。
」
の
用
法
が
多
数
を
占
め
、
一
三
例
中
、
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
の
八
例
が

該
当
し
た
。
④
は
「
い
ち
じ
る
し
い
。
著
明
。
」
の
意
味
に
、
①
③
は
「
む
き
だ

し
に
。
は
っ
き
り
と
。
」
の
意
味
に
振
り
分
け
た
。
ま
た
、
②
⑫
は
「
あ
ら
は
れ

る
。
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。 

託
宣
や
祭
祀
に
お
い
て
神
の
正
体
や
名
前
を
あ
き
ら
か
に
す
る
用
法
と
の
類
似

に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
⑥
⑦
⑧
⑩
⑪
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑧
は
、
自
身
を
殺
そ

う
と
し
た
犯
人
の
姓
名
を
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
例
で
あ
り
、
⑥
⑦
⑩
⑪
は
、
盗

人
の
正
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
用
法
は
類
似
す
る
も
の
の
、

祭
祀
や
託
宣
と
の
関
連
性
は
希
薄
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

  
 
 
 

 

三三  

おお
わわ
りり
にに 

  

さ
て
、
上
代
に
お
け
る
「
顕
」
の
分
布
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
興

味
深
い
傾
向
が
見
え
て
き
た
。
一
つ
は
、
『
古
事
記
』
の
「
顕
」
は
、
序
文
の
一

例
を
除
い
て
、
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
と
対
応
関
係
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二

つ
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
顕
」
は
、
訓
注
に
よ
っ
て
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
と
の

対
応
関
係
が
積
極
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
巻
一
～

巻
三
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

「
顕
」
を
「
ウ
ツ
シ
」
と
読
ま
せ
る
に
は
、
訓
注
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
三
つ
目
は
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
顕
」
は
、
「
あ
ら
は
る

（
す
）
」
と
読
む
蓋
然
性
が
高
く
、
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
に
対
応
す
る
漢
字
は
別
に

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
上
代
に
お
け
る
憑
依
表
現
と
「
顕
」
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。 

   

（
ふ
じ
さ
き 

ゆ
う
じ
・
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
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後
当
顕
陳
之
矣
。
〔125

・6

〕 
後
に
当
に
之
を
顕あ

ら
は
し
陳の

ぶ
べ
し
。
〔124

・4

〕 

③
下
・
仮
名
乞
兒
論 

内
顕
依
食
住
。
〔125

・9

〕 

内な
い

に
は
食じ

き
に
依
つ
て
住
す
る
こ
と
を
顕あ

ら
は
し
、
〔124

・9

〕 

④
下
・
仮
名
乞
兒
論 

宜
鑑
秦
王
顕
偽
之
鏡
。
〔127

・13

〕 

宜
し
く
秦
王
の

偽
い
つ
は
り

を
顕
は
す

鏡
か
が
み

を

鑑
か
ん
が

み
て
、
〔126

・15

〕 
 

い
ず
れ
も
『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
お
け
る
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に

す
る
。
」
に
該
当
す
る
。
①
は
、
自
身
が
名
を
揚
げ
る
こ
と
で
祖
先
を
顕
彰
す
る

意
で
あ
り
、
祭
祀
に
お
け
る
「
顕
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。 

 

◆
『
日
本
霊
異
記
』 

①
上
・
第
十
四 

其
室
裏
四
壁
穿
通
、
庭
中
顕
見
。
〔66

・8

〕 

其
の
室
の
裏う

ち
の
四
壁
、
穿う

げ
通
り
、
庭
の
中

顕
あ
ら
は

に
見
え
た
り
。
〔65
・8

〕 

②
上
・
第
十
四 

室
壁
開
通
、
光
明
顕
耀
」
。
〔66

・12

〕 

室
壁
開
き
通
り
、
光
明

顕
あ
ら
は

れ

輝
か
か
や

く
」
と
い
ふ
。
〔65

・14

〕 

③
上
・
第
三
十 

至
二

黄
泉
一

、
善
悪
之
報
顕
録
流
布
也
。
〔101

・9

〕 

黄

泉

よ
み
の
く
に

に
至
り
て
、
善
悪
の

報
む
く
い

を
顕
録
流
布
せ
り
。
〔99

・7

〕 

④
中
・
序 

由
二

聖
皇
徳
顕
一

事
最
多
。
〔118

・11

〕 

聖

皇

ひ
じ
り
の
み
か
ど

の
徳

顕
あ
き
ら

か
な
る
に
由
り
て
、
事
は
最
も
多
し
。
〔116

・6

〕 

⑤
中
・
第
十
五 

表
題 

顕
下

母
作
二

女
牛
一

之
因
上

縁
〔166

・9

〕 

母
の
女め

牛う
じ

と
作な

り
し
因も

と
を

顕
あ
ら
は

し
し
縁
〔164

・2

〕 

⑥
中
・
第
二
十
二 

表
題 

顕
二

盗
人
一

縁
〔187

・1

〕 

盗
人
を

顕
あ
ら
は

し
し
縁
〔184

・15

〕 

⑦
中
・
第
二
十
三 

表
題 

顕
二

盗
人
一

縁
〔189

・1

〕 

盗
人
を

顕
あ
ら
は

し
し
縁
〔188

・2

〕 

⑧
下
・
第
四 

唯
聟
姓
名
、
向
レ

他
不
レ

顕
。
〔258

・4

〕 

唯た
だ

し
聟む

こ
の
姓
名
は
、
他
に
向
ひ
て

顕
あ
ら
は

さ
ず
。
〔256

・6

〕 

⑨
下
・
第
四 

終
後
不
レ

顕
二

乎
彼
悪
事
一

。
〔258

・8

〕 

終つ
ひ

に
後
ま
で
彼そ

の
悪
事
を

顕
あ
ら
は

さ
ざ
り
き
。
〔256

・14

〕 

⑩
下
・
第
五 

表
題 

顕
二

盗
人
一

縁
〔259

・8

〕 

盗
人
を

顕
あ
ら
は

し
し
縁
〔258

・14

〕 

⑪
下
・
第
五 

因
顕
二

盗
人
一

。
〔259

・14

〕 
因よ

り
て
盗
人
を
顕
し
き
。
〔259

・6

〕 

⑫
下
・
第
十 

所
レ

写
如
法
経
之
功
玆
顕
、
〔273

・11

〕 

写
せ
る
如
法

に
よ
ほ
ふ

経
の
功
玆こ

こ
に
顕
れ
、
〔272

・9

〕 
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⑬
下
・
第
二
十 

挙
二

顕
彼
女
人
之
過
失
一

、
〔298

・15

〕 
彼そ

の
女
人
の
過
失
を
挙あ

げ

顕
あ
ら
は

し
て
、
〔298

・3

〕 
 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
語
義
の
分
類
に
振
り
分
け
る
と
、
「
あ
ら
は
す
。
明
か
に

す
る
。
」
の
用
法
が
多
数
を
占
め
、
一
三
例
中
、
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
の
八
例
が

該
当
し
た
。
④
は
「
い
ち
じ
る
し
い
。
著
明
。
」
の
意
味
に
、
①
③
は
「
む
き
だ

し
に
。
は
っ
き
り
と
。
」
の
意
味
に
振
り
分
け
た
。
ま
た
、
②
⑫
は
「
あ
ら
は
れ

る
。
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。 

託
宣
や
祭
祀
に
お
い
て
神
の
正
体
や
名
前
を
あ
き
ら
か
に
す
る
用
法
と
の
類
似

に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
⑥
⑦
⑧
⑩
⑪
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑧
は
、
自
身
を
殺
そ

う
と
し
た
犯
人
の
姓
名
を
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
例
で
あ
り
、
⑥
⑦
⑩
⑪
は
、
盗

人
の
正
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
用
法
は
類
似
す
る
も
の
の
、

祭
祀
や
託
宣
と
の
関
連
性
は
希
薄
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

  
 
 
 

 

三三  

おお
わわ
りり
にに 

  

さ
て
、
上
代
に
お
け
る
「
顕
」
の
分
布
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
興

味
深
い
傾
向
が
見
え
て
き
た
。
一
つ
は
、
『
古
事
記
』
の
「
顕
」
は
、
序
文
の
一

例
を
除
い
て
、
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
と
対
応
関
係
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二

つ
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
顕
」
は
、
訓
注
に
よ
っ
て
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
と
の

対
応
関
係
が
積
極
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
巻
一
～

巻
三
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

「
顕
」
を
「
ウ
ツ
シ
」
と
読
ま
せ
る
に
は
、
訓
注
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
三
つ
目
は
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
顕
」
は
、
「
あ
ら
は
る

（
す
）
」
と
読
む
蓋
然
性
が
高
く
、
和
語
「
ウ
ツ
シ
」
に
対
応
す
る
漢
字
は
別
に

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
上
代
に
お
け
る
憑
依
表
現
と
「
顕
」
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。 

   

（
ふ
じ
さ
き 

ゆ
う
じ
・
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
） 
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